
【 第176回市町村セミナー 】

「 日向市居住支援協議会の取組」

～餅は餅屋・お互い様～

日向市居住支援協議会

◖ NPO法人 Ｒｉｍ－Ｌｉｎｋ ◗＆ ◖日向市建設部建築住宅課 ◗ １
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日向市の概要

宮崎県 日向市

■人 口：５７，０６５人（宮崎県で４番目） ※Ｒ６．６月１日時点

■市域面積：３３６．９５Ｋ㎡

【まちの特徴】

・日向市駅を中心とする半径３kmの範囲に

市街化区域のほとんどが含まれる機能的

でコンパクトなまち

・市域面積の５％である市街化区域に人口

の約８０％が居住

・市街化区域（内要整備区域１，３７７ha）の

約５割を民間開発や区画整理により住環

境整備を行ってきた。

２



➢ 居住支援ニーズの有
無と課題の見える化

➢ 関係団体からヒアリ
ング

➢ 居住支援を必要とし
ている関係団体の洗
い出し

➢ 庁内において居住支
援施策の必要性を確
認・共有

➢ 外部関係団体（福祉、
不動産、法律など）
と連携体制を構築

➢ 先進事例に学ぶ（居
住支援法人や連帯保
証の仕組み等）

➢ 庁内外において居住
支援の必要性につい
て最終確認

➢ 相談支援体制の確認

➢ 事例検討⇒ワーク
ショップによる

➢ 協議会の体制構築

※事務局体制のあり方
検討

➢ 居住支援に関する基
礎的知識を学ぶ

➢ 庁内関係課を「対象
としたセミナー（勉
強会）による意識合
わせ

➢ 設立までの進め方の
確認

フェーズ ① フェーズ ② フェーズ ③ フェーズ ④

※居住支援協議会設立までを４段階に区分し、令和３年度中にフェーズ③まで進めることとした。

令和３年度 令和４年度

い ろ は

居住支援の必要性を考える！どのように共有していったのか・・・

３



＜住宅セーフティネットとしての役割を再認識＞

住宅セーフティネットである公営住宅施策の限界！

箱モノ（施設）管理から、地域やそこに住む人の

”暮らし“を考えた住宅施策への転換が必要であると気
づいた。

では、日向市ではどうしたのか･･･？

【こんな意見が･･･】

➢ 原則公募抽選である市営住宅だけでは、
真に困窮している人が漏れてしまって
いる現状。

➢ 福祉の現場での住宅確保は難しく、調
整等に時間もかかる。

➢ 子供や高齢者の虐待案件では、世帯分
離をしたくても、行き先が無い。

➢ 地域の空き家が増え、地域コミュニ
ティの希薄化が心配される。

➢ 取りこぼされている市民がいる。その
他、もろもろ。

フェーズ ① フェーズ ②

令和２年度 令和３年度
２・３月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月

地道に居住支援の下地づくり！日向市の対話の年表

４

住宅マスタープラン改定スタート

地域共生×住宅ストック
政策検討チーム発足
【福祉×住宅】

国交省＆牧嶋さん

■日向市居住支援セミナーの開催
（第１回）

社会福祉協議会
地域包括支援センター

宅建協同組合

【関係団体へのヒアリング】

「日向市社会福祉協議会」と「延
岡日向宅建協同組合」から、住
まいに関する困りごとについて
ヒアリングを行った。

居住
支援？

福祉×住宅
会議

福祉×住宅
会議

福祉×住宅
会議



令和３年度
９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月

地道に居住支援の下地づくり！日向市の対話の年表

５

住宅マスタープラン改定

■日向市居住支援セミナーの開催
（第２回）

不動産
ＮＰＯ

行政

牧嶋さん

フェーズ ③ フェーズ ④

令和４年度
４月 ７月 １０月 １月

日向市住宅マスタープラン「ひゅうが暮らし計画」を策定
（R03年度末）

重点戦略として「福祉と住まいをつなぐ暮らしづくり」を掲
げ、「日向市居住支援協議会」の設立を最重要施策として打
ち出した。

■日向市居住支援セミナーの開催
（第３回）

地域包括

不動産

地域包括

行政

日向市職員

関係者
調整

合同
事務局
協議

設立
＆

シンポ

準備会
事務局
稼働

合同
事務局
設置

第１回
準備会

第２回
準備会

第３回
準備会

第４回
準備会

令和５年度

策定

NPO
設立

市長

コアメンバー会議（各週）

芝田さん

パネルディスカッション

福祉×住宅
会議

➢ 相談体制を拡充

➢ 「つながり」の
強化

➢ 餅は餅屋・お互
い様ネットワー
クの誕生？



６

本日、お話しさせていただくこと

一般的に示されるメリットは？

① 幅広い支援機関によるケース会議により、個人や単独の機関では手

 を付けられなかった（専門外で気付かない）支援対象者の問題を得意

 な機関が分担することができる

② 関係機関がともに行動することでお互いに荷物（課題）を軽くすること

 ができ、しっかりと支援することができる

？ 聞こえは良いけど、実際はどうなの ？



日向市居住支援協議会の特徴

７

高齢者
支援
事業者

社会福祉
協議会

法律
関係

市
福祉部局

市
公営住宅

不動産
事業者

障がい者
支援
事業者

日向市
居住支援
協議会

１ 官民協働のパートナーシップ事務局

NPO法人Ｒｉｍ－Ｌｉｎｋと市建築住宅課の合同事務局

市職員の異動に左右されず取組を継続し、ノウハウを

蓄積して取組をさらに充実

２ 餅は餅屋・お互い様のネットワーク

問題に対応できる専門家が連携して自らの守備範囲

で対応し、隙間はお互いが守備範囲を少しだけ広げて

カバーし合う仕組み

３ 協議会アレルギーからの脱却

形式ばった会議ではなく、基本はそのつどケース会議

迅速な問題解決、行動を意識

４ 幻の言葉「連携・協働」の実現

言葉だけの「連携・協働」ではなく、主体を現場の担当者と

する実行力のある協働の仕組み



提携する家賃債務保証事業者と連携し、連帯保証人がい
ない方への支援

日向市居住支援協議会の取組

８

高齢者
支援
事業者

社会福祉
協議会

法律
関係

市
福祉部局

市
公営住宅

不動産
事業者

障がい者
支援
事業者

日向市
居住支援
協議会

１ プラットフォームとなる合同事務局

情報を集約し、支援のコンテンツへとつなげる

「つなぎ役（ファシリテーター）」

２ 暮らしの再建に向けたシェルター運営

緊急的に住まいの確保が必要な人へ

短期居住シェルターを提供（水・電気・ガス、家具家電）

３ 提携不動産や市営住宅と連携した物件照会

提携する不動産や宅建協同組合（市住指定管理）と連携
し物件の照会を行ったり、内覧や契約の同行

４ 保証人がいない方への家賃債務保証の提供



支援の現状

相談件数累計：９４件（Ｒ４．１１月～Ｒ６．３月末）

Ｒ５年度相談件数：７０件 うち５１件住宅入居希望、２９件入居（平均対応日数７４日）

〃 シェルター希望：１９件 うち１２件利用

９
複数の属性を有する方：２８件（４０％）



支援の事例 その１

Aさん 男性（７０代）
一日中アルコールを摂取。転倒し肋骨、尾骨等
の骨折歴多数。肺がん、胃がんの罹患歴あり。
喘息あり。２度の離婚。親族及びこれまで関わり
のあった人とは絶縁状態。アルコール依存によ
る服薬管理困難。

１０

高齢者

アルコー
ル依存

火災で
住居無し

身寄り
無し

身体不安
大病あり支援拒否

関わり

属性が複雑多
様化して対応が
困難・・・



つなぎ役としてケース会議を招集、そして連携

１１

地域包括
支援
センター

身元保証
事業者

司法書士

市
高齢者
担当

市
公営住宅
担当

宅建
協同
組合

障がい者
支援
事業者

日向市
居住支援
協議会

ちょいと集
まって～！

◖役割分担◗

協議会事務局（NPO法人Ｒｉｍ－Ｌｉｎｋ＝居住支援法人）

つなぎ役としてケース会議を招集

通常の審査を落ちたため、提携する家賃債務保証事業者

と連携して問題をクリアに

地域包括支援センター・市高齢者担当

日常の生活支援を継続し、アルコール依存症の治療

のため入院先の選定

宅建協同組合・市公営住宅担当

公営住宅の目的外使用を活用し、火災被害者として一時

的な住居の確保（+見守り）

司法書士・身元保証事業者

後見人の検討及び入院やその後の養護老人ホーム入所

を見据えて、身元保証契約の履行（生活支援を+α）



１２

ケース会議の様子と支援の結果

市公住担当

宅建協同組合

身元保証事業者

司法書士

地域包括支援

市高齢者担当

Ｒｉｍ－Ｌｉｎｋ
ファシリテーター

その後、

Aさん本人を交えた話し合いを実施し、こ

れまで頑なに支援を拒んていたが態度

がすこし軟化、身元保証の契約を受け入

れ、入院治療

【Aさんの様子】

嫌々来たようだが、沢山人がいて驚いた

と言っていた

これまで人との縁を切ってきた人生で少

し寂しさもあったのかも

対話の中では笑顔を見せるシーンも

↑これまで、ずっと仏頂面だったが↑

Ｒｉｍ－Ｌｉｎｋ
相談員



支援の事例 その２

Bさん 女性（２０代）
５歳の時に母親が再婚し、新しい父親と関係が
うまくいかず１５歳の時に高校を中退し家出。現
在も親族とは絶縁状態で支援は困難。夜の飲食
店で働き、その後結婚。夫からのDV被害により
家を出される。持病あり。子供は１歳。

１３

金銭困窮

DV被害

住居無し

身寄り
無し

乳幼児無職

緊急性も高そうだし、
住まいの確保だけでは
解決しないのでは？

入居相談



つなぎ役として個別にケースを共有、そして連携

１４

市
こども
福祉
担当

社協・
フード
バンク

DV
被害者
支援

市
生活保護
担当

市
公営住宅
担当

宅建
協同
組合

障がい者
支援
事業者

日向市
居住支援
協議会

こんな人が
いるよ！

◖役割分担◗

協議会事務局（NPO法人Ｒｉｍ－Ｌｉｎｋ）

相談者を各支援者へつなぐ役割

生活保護受給と市営住宅のへの入居準備のため

シェルターの活用、就労支援

市生活保護担当・市子ども福祉担当

生活保護受給申請の受付と

こども福祉担当による訪問の実施、保育園の選定

宅建協同組合・市公営住宅担当

入居可能な随時募集の選定及び定期募集の案内

社会福祉協議会・フードバンク

生活保護受給までの食料品等の提供



シェルターの様子と支援の結果

その後、

シェルターに入居し、生活保護申請がで

きたことで、いったんの住まいの確保と

子供との落ち着いた暮らしをできるよう

になった。現在は市営住宅へ入居。

【Bさんの様子】

どこに何を相談していいのかも分からな

いまま途方に暮れていたようだが、様々

な支援者とつながれたことで、少し安心

した様子だった。

就労の意志も強く、生活が落ち着いたら

生活保護を卒業したいとのことだった。

１５



では、実際つくってみて感じたメリットは？

➢ 取組の成果が身に見えたこと
で関係機関間の協働もさらに
やりやすくなった

➢ 担当者それぞれが問題に対す
る認識と理解が進み、取り組
み方も前向きになってきた

➢ やればできること、楽になる
ことを認識！

①共通認識

➢ 支援の積み重ねの中で各窓口
も支援対象者に対する気付き
が増えた

➢ 対応において自分だけではな
い幅広い選択肢・対応機関の
バックアップがあるため、安
心して対応できる

➢ 自分の領域だけではない視点
でその人を見ることができる
ため、ファーストコンタクト
も変化、適切な支援につなげ
ることができる！

②窓口の変化

➢ これまで個人が対応できない
ことを繰り返し説明し、それ
がクレームへつながり多大な
時間を要してきた

➢ それぞれが得意分野で共に行
動することにより、問題の先
送りや塩漬けが減り、できる
ことをみんなで考える前向き
な仕事ができるようになった

➢ 担当者も仕事がしやすくスト
レスも軽減し業務効率化！

③業務の変化

１６



課題に対応できる社会資源は既にある ⇒ あとは「つなぐ」と楽になる！

１７

高齢者

アルコー
ル依存

火災で
住居無し

身寄り
無し

身体不安支援拒否

金銭困窮

DV被害

住居無し

身寄り
無し

乳幼児無職

それってすごい！でも頑張りすぎ！

お互いに助け合おう！ 「餅は餅屋・お互い様ネットワーク」が定着

困難なケースであっても一つの機関で抱え込んできた・・・

そして、苦労しながらも対応してきた・・・



御清聴ありがとうございました

１８
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